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話題の本棚

直
木
賞
受
賞
作
家
に
よ
る
珠
玉
の「
直
木
賞
」ド
ラ
マ
！

　

朝
井
リ
ョ
ウ
の
『
何
者
』
は
史
上
最
年
少
の
受
賞
で
大
き
な
脚
光
を
浴
び
た
。

少
し
遡
れ
ば
池
井
戸
潤
の
『
下
町
ロ
ケ
ッ
ト
』
や
東
野
圭
吾
の
『
容
疑
者
Ｘ
の

献
身
』
に
、
最
近
で
い
え
ば
万
城
目
学
の
『
八
月
の
御
所
グ
ラ
ウ
ン
ド
』。

　

こ
れ
ら
の
共
通
点
と
い
え
ば
、
直
木
賞
。
純
文
学
作
品
を
対
象
と
す
る
芥
川

賞
に
対
し
て
、
直
木
賞
に
は
大
衆
文
学
の
最
高
峰
が
選
ば
れ
る
―
―
本
書
に
言

わ
せ
れ
ば
「
人
ひ
と
り
の
人
生
を
変
え
て
し
ま
う
賞
」
だ
。

　

本
作
の
主
人
公
で
あ
る
天
羽
カ
イ
ン
は
映
像
化
作
品
を
多
数
抱
え
る
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
作
家
に
し
て
、
作
品
作
り
に
も
そ
れ
を
読
者
に
届
け
る
こ
と
に
も
一
切

の
妥
協
が
な
い
。
数
々
の
文
学
賞
を
受
賞
し
て
い
る
彼
女
だ
が
、
直
木
賞
に
は

度
々
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
る
も
あ
と
一
歩
、
受
賞
に
ま
で
は
至
ら
な
い
。
な
ぜ
。

一
体
な
ぜ
評
価
さ
れ
な
い
の
か
。
彼
女
に
は
何
が
足
り
な
い
の
か
―
―
直
木
賞

と
い
う
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｚ
Ｅ
の
重
み
が
ず
し
り
と
カ
イ
ン
の
肩
に
の
し
か
か
る
。

■
「
本
を
作
る
こ
と
」
を
作
る
こ
と

　

幾
人
も
の
作
家
・
編
集
者
・
出
版
関
係
者
が
登
場
す
る
本
書
は
、
ま
さ
に

「
本
を
作
る
こ
と
」
を
め
ぐ
る
物
語
だ
。
特
筆
す
べ
き
は
直
木
賞
の
選
考
過
程

や
サ
イ
ン
会
の
裏
側
が
リ
ア
ル
す
ぎ
る
ほ
ど
に
語
ら
れ
る
点
…
…
だ
が
、
本
作

の
凄
み
は
そ
ん
な
裏
話
的
な
面
白
さ
だ
け
で
な
い
。
そ
れ
を
軸
と
し
て
展
開
す

る
ド
ラ
マ
の
巧
み
さ
に
あ
る
。
直
木
賞
を
狙
う
カ
イ
ン
の
気
迫
、
作
家
と
対
峙

す
る
編
集
者
の
覚
悟
、
作
品
を
評
す
る
選
考
委
員
の
思
考
。
生
々
し
い
視
点
の

交
錯
が
織
り
な
す
ド
ラ
マ
は
、
ま
さ
に
一
流
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
だ
。

　

そ
し
て
村
山
自
身
も
ま
た
直
木
賞
作
家
（
二
〇
〇
三
年
『�

星
々
の
舟 

』）
で

あ
る
わ
け
だ
が
、「
本
を
作
る
こ
と
」
と
い
う
彼
女
に
と
っ
て
リ
ア
ル
な
テ
ー

マ
を
乗
り
こ
な
す
そ
の
技
術
の
高
さ
に
は
唸
ら
さ
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
若
手

の
野
心
と
ベ
テ
ラ
ン
の
矜
持
の
ぶ
つ
か
り
合
い
、
一
癖
二
癖
あ
る
の
に
共
感
し

て
し
ま
う
憎
め
な
い
登
場
人
物
た
ち
、
そ
し
て
カ
イ
ン
執
筆
の
作
中
作
を
め
ぐ

る
編
集
者
と
の
応
酬
。
村
山
の
掌
上
に
運
ら
さ
れ
る
ま
ま
に
高
ま
る
緊
張
と
高

揚
は
凄
ま
じ
く
、
そ
の
面
白
さ
に
慄
い
て
し
ま
っ
た
。
本
作
こ
そ
が
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｚ

Ｅ
に
値
す
る
の
で
は
な
い
か
？　

と
思
う
ほ
ど
に
。

■
欲
望
と
仕
事
と
生
き
る
こ
と

　
“
欲
す
る
だ
け
の
評
価
を
受
け
ら
れ
な
い
ま
ま
だ
と
、
い
つ
も
誰
か
に
嗤
わ

れ
て
い
る
気
が
す
る
。
わ
か
り
や
す
い
値
打
ち
の
勲
章
を
手
に
い
れ
、
嗤
っ
た

奴
ら
を
ぎ
ゃ
ふ
ん
と
言
わ
せ
て
や
り
た
い
。”
こ
う
し
た
欲
望
は
汚
ら
わ
し
い

も
の
だ
ろ
う
か
？　

否
。
評
者
も
ま
た
と
に
か
く
良
い
も
の
を
作
り
た
い
、
そ

れ
を
認
め
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
を
強
烈
に
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
人
間
だ
。

『�

ダ
ブ
ル
・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー 

』（
文
春
文
庫
）
で
女
性
の
性
的
衝
動
の
煌
め
き
を

リ
ア
ル
に
描
い
た
村
山
の
筆
致
は
、
欲
望
を
否
定
す
る
で
も
な
く
、
そ
の
渦
の

な
か
で
生
き
ざ
る
を
得
な
い
人
間
の
業
と
生
き
様
を
よ
く
捉
え
て
い
る
。
読
み

終
え
た
後
、
己
の
欲
望
を
贄
に
仕
事
を
進
め
て
い
く
カ
イ
ン
の
ひ
た
む
き
さ
に

心
を
打
た
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

カ
イ
ン
は
果
た
し
て
直
木
賞
を
獲
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
―
―
そ
の
結
末
は

あ
な
た
の
目
で
確
か
め
て
ほ
し
い
。�

（�

浅
煎
り 

）

�

（
三
八
四
頁　

税
込
二
二
〇
〇
円　

1
月
刊
）

Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｚ
Ｅ

―
プ
ラ
イ
ズ
―

村
山
由
佳
著

文
藝
春
秋
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話題の本棚

先
の
見
え
な
い
最
低
の
時
代
に
、最
高
の
フ
ェ
ア
リ
ー
・
テ
イ
ル
を

　

作
家
生
活
50
年
を
迎
え
た
最
高
の
ス
ト
ー
リ
ー
テ
ラ
ー
で
あ
る
ス
テ
ィ
ー
ブ

ン
・
キ
ン
グ
が
紡
ぐ
の
は
、『
フ
ェ
ア
リ
ー
・
テ
イ
ル
』
―
―
そ
う
、
お
と
ぎ

話
。
子
供
時
代
に
誰
も
が
親
し
ん
だ
様
々
な
おフ

ェ
ア
リ
ー
テ
イ
ル

と
ぎ
話
か
ら
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の

よ
う
に
編
み
上
げ
ら
れ
る
、
一
人
の
少
年
と
一
匹
の
犬
の
壮
大
な
冒
険
譚
だ
。

　

事
故
で
母
を
亡
く
し
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
と
闘
う
父
と
二
人
で
暮
ら
す
少

年
チ
ャ
ー
リ
ー
。
近
所
に
佇
む
不
気
味
な
家
“
サ
イ
コ
・
ハ
ウ
ス
”
に
隠
遁
す

る
偏
屈
な
老
人
ボ
ウ
ウ
ィ
ッ
チ
の
命
を
偶
然
に
も
助
け
、
老
い
さ
ら
ば
え
た
彼

の
愛
犬
レ
イ
ダ
ー
の
世
話
を
引
き
受
け
た
こ
と
か
ら
、
二
人
（
と
一
匹
）
の
奇

妙
な
交
流
が
始
ま
る
。
そ
う
し
て
次
第
に
打
ち
解
け
合
う
な
か
で
、
老
人
の
抱

え
る
不
可
解
な
謎
―
―
金
庫
の
中
に
あ
る
黄
金
で
い
っ
ぱ
い
の
バ
ケ
ツ
と
、
不

気
味
な
生
き
物
の
気
配
が
す
る
小
屋
―
―
が
チ
ャ
ー
リ
ー
を
未
知
の
世
界
へ
と

手
繰
り
寄
せ
て
ゆ
く
。
母
の
死
の
記
憶
、
過
去
を
克
服
し
よ
う
と
す
る
父
の
姿
、

そ
し
て
奇
妙
な
老
人
と
の
交
流
、
こ
れ
ら
が
絡
み
合
い
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
物

語
の
歯
車
が
動
い
て
ゆ
く
前
半
部
は
ま
さ
に
キ
ン
グ
流
。

　

そ
し
て
謎
め
い
た
老
人
の
秘
密
が
明
か
さ
れ
た
と
き
、
物
語
は
急
速
に
加
速

し
て
ゆ
く
。
彼
の
遺
し
た
手
が
か
り
に
従
っ
て
、
チ
ャ
ー
リ
ー
は
と
あ
る
決
意

を
胸
に
、
異
世
界
に
足
を
踏
み
入
れ
る
の
だ
。

＊

　

おフ
ェ
ア
リ
ー
テ
イ
ル

と
ぎ
話
の
本
質
と
は
何
だ
ろ
う
か
。
魔
法
の
世
界
、
呪
い
を
か
け
ら
れ
た

お
姫
さ
ま
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
残
酷
で
こ
わ
い
目
に
も
遭
う
け
れ
ど
、
そ
の
末
に
至

る
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
…
…
。
閉
塞
的
で
ど
う
に
も
な
ら
な
い
現
実
に
あ
っ
て
、

救
い
を
夢
見
る
物
語
。
つ
ま
り
そ
れ
は
、
願
い
と
希
望
の
物
語
。

　
“
エ
ン
ピ
ス
”
と
呼
ば
れ
る
異
界
で
目
に
す
る
の
は
、
王
国
を
簒
奪
し
た
闇

の
勢
力
と
、
呪
い
に
か
け
ら
れ
た
人
々
の
姿
―
―
そ
う
、
お
と
ぎ
話
に
呪
い
は

つ
き
も
の
だ
。
け
れ
ど
ま
た
、
呪
い
と
は
解
か
れ
る

0

0

0

0

も
の
で
あ
る
（
た
と
え
そ

の
手
段
が
王
子
様
の
キ
ス
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
）。
呪
い
と
い
う
お
と
ぎ

話
の
必
須
項
目
は
、
逆
説
的
に
、
解
呪
と
い
う
希
望
へ
の
道
し
る
べ
と
な
る
。

　

死
者
の
勢
力
と
の
闘
い
や
、
彼
ら
を
打
倒
す
る
主
人
公
ら
の
機
転
、
こ
れ
ら

は
初
期
作
品
か
ら
通
じ
る
キ
ン
グ
の
醍
醐
味
だ
し
、
そ
の
末
に
邂
逅
す
る
ラ
ヴ

ク
ラ
フ
ト
流
の
恐
怖
も
ま
た
最
高
だ
。
け
れ
ど
本
作
の
力
点
は
、
恐
怖
0

0

を
描
く

こ
と
に
は
な
い
。
暗
い
世
界
に
輝
く
一
点
の
光
、
全
て
を
喪
い
な
が
ら
も
、

「
そ
れ
で
も
」
と
希
望
と
い
う
名
の
星
の
銀
貨
に
手
を
伸
ば
す
、
そ
の
威
容
、

そ
の
尊
さ
で
あ
る
。
地
下
牢
の
中
で
少
年
は
思
う
、《
希
望
は
羽
の
生
え
た
生

き
物
》
だ
。《
た
と
え
囚
わ
れ
て
い
る
人
の
た
め
に
も
希
望
は
飛
ぶ
こ
と
が
で

き
る
。
い
や
、
囚
わ
れ
て
い
る
人
の
た
め
に
こ
そ
飛
ぶ
の
か
も
し
れ
な
い
。》

　

陰
惨
な
現
実
に
倦
み
疲
れ
、
希
望
を
語
る
こ
と
も
忘
れ
て
し
ま
っ
た
我
々
は
、

ま
さ
し
く
呪
い
を
か
け
ら
れ
た
灰
色
の
民
で
は
な
い
か
、
そ
う
思
わ
ず
に
は
い

ら
れ
な
い
。
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
を
望
ん
だ
っ
て
い
い
、
そ
ん
な
風
に
背
中
を
押

し
て
く
れ
る
何
か
が
必
要
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
―
―
先
の
見
え
な
い
閉
塞
的

な
空
気
に
包
ま
れ
た
こ
の
時
代
に
、
空
を
見
上
げ
る
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
わ
ぬ

よ
う
に
と
、『
フ

お

と

ぎ

話

ェ
ア
リ
ー
・
テ
イ
ル
』
は
力
強
く
訴
え
か
け
る
。�

（�

猫
足 

）

�

（
三
一
八
頁　

税
込
四
六
七
五
円　

4
月
刊
）

フ
ェ
ア
リ
ー
・
テ
イ
ル

（
上
）（
下
）

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
キ
ン
グ
著

白
石
朗
訳　
文
藝
春
秋
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　いきなりで恐縮だが、み
なさんはソマリ語をご存じ
だろうか？　知っていたら
相当の言語マニアだ。ソマ
リ語を勉強する物好きなど、
日本におそらく片手指ほど
しかいないだろうから。
　ソマリ語は、主にアフリカ北東部の国ソマ
リアで話される言語だ。記録では 13 世紀か
ら現地の人々が文字化してきたが、他のアフ
リカ諸国と同様、19 世紀末に西欧諸国に植
民地化された影響で独立後しばらく公用語が
英語とイタリア語だった。その後軍事クーデ
タで政権を掌握した独裁者シアド・バーレに
よって、1972 年にソマリ語が公用語となった。
本書は、そんな数奇な運命を辿ってきたソマ
リ語の初学者向けの数少ない語学書の一つだ。
　ビビらせるようで申し訳ないけども、ソマ
リ語はとにかく難しい。例えば日本語の「と」
にあたる接続詞は三つある。また、日本語の
「～は／が」にあたる強調の品詞は四種類あ
り、それぞれ微妙に使い方が違う。さらに複
数形の作り方にも七種類あり、数を示す際に
は名詞は単数形になり、しかも定冠詞は数字
の方に付き……などなど。細かい文法事項を
抜き出すとキリがないが、とにかくソマリ語
の文法は「何でそうなるの？」の連続なのだ。
　このソマリ語の面妖さに直面した著者のオ
ーウィン本人も説明に苦しんでいるのが、本
書の書き方からも見て取れる。「法類別子」
という独自の造語でソマリ語の強調構文を説
明したり、後ろに行くごとに規則の例外が増
えたり、語学書なのにやたら言語学的に突っ
込んだ説明をしたり……初学者が混乱するほ
どに、微に入り細を穿ってソマリ語の文法を
説明している。それほどにソマリ語は奥が深
いのだ。ぜひ勉強してみよう。� （�倉井 ）
� （304 頁　税込 6757 円）

Colloquial Somali
Martin Orwin著

Routledge

夏
休
み
ま
で
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
が
始
ま
っ
た
。

長
い
長
い
自
由
時
間
、
さ
あ
ど
こ
へ
行
こ
う
か
。

も
の
す
ご
く
遠
く
ま
で
行
く
手
段
が
一
つ
あ
る
。

今
月
号
の
特
集
は
、
そ
の
道
先
案
内
。

�

（�

ひ
る
ね 

）

特集

語学書
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　関口存男。ドイツ語を本
気でモノにしようと思うな
ら、必ず一度はその名を目
にするであろう伝説のドイ
ツ語学者。本書は「語学の
鬼」と呼ばれた関口をめぐ
る初の伝記である。「ある
人物の伝記をつづろうと思う。一般には『語
学者』といわれるタイプの人だった。ふつう
の語学者であれば伝記をつづるまでもない。
あきらかにこの人はふつうではなかった」。
　では、関口の何が「ふつう」ではなかった
のか。それはその仕事の膨大さと壮大さであ
る。関口の死後に編まれた著作集は全二十三
巻。これだけでも圧倒されるが、関口が本当
に心血を注いだ仕事はこの著作集に含まれて
いない。その仕事とは全三巻の『冠詞』であ
る。突然の死によって未完に終わった著作だ
が、それでもその頁数は計二三〇一頁に及ぶ。
ドイツ語の冠詞についてだけで、である。
　関口は勉強法も凄まじい。ドイツ語をモノ
にしてやると決心した関口少年は、「とにかく
ぶ厚い本を買って、それを全部読破すればド
イツ語ができるようになる」という考えのも
と、ドストエフスキー『罪と罰』のドイツ語
版を購入した。当然最初は何もわからない。
しかし彼は諦めない。本がボロボロになって
もお構いなし。とにかく同じ文章を数十回も
読み返す。おのずと暗記してしまうほどにま
で。するとあるとき、不思議なことに「なん
だかわかり出したような気がしだした」。だか
ら関口は言う。語学は長文の暗記に尽きると。
　正直、本書を読んでもドイツ語ができるよ
うにはならない。本書は伝記であって語学書
ではないからだ。しかし本書を通じて関口の
語学への熱意に触れると、どうしようもなく
語学を勉強したくなる。それがいい。（�ぱや ）
� （225 頁　税込 1980 円）

　α（あるふぁ）、β（ベ
ーた）、γ（がんま）。文字
も読み方にも見覚えはある
けれど、「古典ギリシャ語」
と言われるとなんだか仰々
しくて難しそうに感じる。
しかも「古典」を冠してい
るのだからなおさら偉そうだ。
　本書はそんな古典ギリシャ語の初級文法を、
講義のような語り口で丁寧に解説してくれる。
いまあなたが勉強を始めようと思ったら、価
格、入手しやすさ、それにもちろん内容の面
でも、率直に言って最もおすすめしたい一冊
だ。一度チャレンジしたけれど挫折してしま
った、という人が学び直す際にも文法事項の
詳しい説明は大いに助けとなってくれる。し
かも、こういった古典語の教材には解答解説
が付いていないことも多いのだが、その辺り
もしっかりカバーしている。
　古典ギリシャ語は簡単だ、というのは流石
にはばかられるけれども、（少なくとも個人
的な意見では）一般に思われているほどは難
しくない。格変化の数は基本的にはドイツ語
と同じだし、法の数もフランス語等と変わら
ない。冠詞や関係代名詞などの概念も、印欧
語に触れたことのある人ならば（ほとんどの
人は英語を学習したはず）、それほど馴染み
にくいものでもない。それに、ギリシャアル
ファベットもある程度は見慣れているはずだ。
発音も基本的にはアルファベット通りに読む
だけでよい。こう書くと、イケそうでは？
　最初にα（あるふぁ）と書いたが、元々の
発音は「あるぱ」の方が近い。発音に関して
言えば、〈新刊〉でも紹介するプラトンは正
確には「プラトーン」（ラにアクセントを置
く）だ。こういった小さな知識から、一歩ず
つ古代ギリシャへと近づいてみては。（�荒砥 ）
� （320 頁　税込 2750 円）

ことばの哲学
関口存男のこと

池内紀著　青土社

しっかり学ぶ
初級古典ギリシャ語

堀川宏著　ベレ出版



綴　　　　葉 2025. 7. 10

6

　実は今年の 3月に本邦初
の『�ウェールズ語辞典 』が
出版された。そして〈新版〉
を冠する本書は、辞典に先
立つことひと月、今年の 2
月に改訂されたばかりであ
る。ブリテン島で英語が話
されるよりも昔からこの地で話されてきたウ
ェールズ語が今再び盛り上がっている！
　さて、本書の良いところは外国語学習にお
ける〈会話〉の位置付けである。書名の〈入
門から会話まで〉から察せられるのは、会話
とは入門レベルから学習を積み重ねた先にあ
るものだというスタンス。会話をするには文
法学習と反復練習が重要であると伝える構成
だ。本書冒頭の記述にも注目したい。同じ内
容であってもくだけた口語体か書き言葉に近
い文体かで大きく異なるこの言語。本書が採
用するのは、現地でそのまま使うと「随分丁
寧ですね（丁寧すぎますね）」と言われてし
まうかもしれない文体だという。だがこの丁
寧な文体をマスターすべきだと断言している。
口語体は後から身につくと。読者の目指すと
ころが何であれ最初の一冊として信頼できる。
　とはいえ会話が意識されていることは練習
問題からわかる。各課で学んだ構文を骨組み
にして、語を入替えることで様々な文を作る
練習が各 10 題ずつほど用意されている。さ
らに解答にも音声がついているのが嬉しいと
ころ。『指輪物語』の著者・トールキンは、こ
の言語の音をとりわけ好んだという。豊富な
音声教材で語の響きを楽しむのも一つである。
　最後に、Wales という語はそもそも侵略者
であるアングロ・サクソン人の言語でよ

w e a l h

そ者
を意味する語であった。この言語自身のこと
ばでは C

カ ム リ

ymru（同胞・仲間）という。さあ、
これで出発点に立ったも同然だ。�（�ひるね ）
� （316 頁　税込 4180 円）

　京大入試を突破してきた
読者諸賢なら、英語文法に
は自信がおありのことと存
じ上げるが、前置詞には苦
労した経験をお持ちなので
はなかろうか？　そんな
「難関大学受験レベルの語
彙と文法をしっかりおさえているはずなのに、
前置詞を上手に使いこなせない」英語学習者
に向けたうってつけの一冊が、本書である。
　前置詞を学ぶとき、at は点で、onは面への
接地で……というように、前置詞を空間イメ
ージで捉えて様々な用法に適応してゆく、つ
まり抽象

0 0

的な知識から個々の具体
0 0

へ演繹する
ようにして学んだのではないだろうか。だが
日本語で「治安がいい」と言うとき、「治安
（地域の安全性）」「が（主格の格助詞）」「良
い（状態を表す）」という語を組み合わせる
わけではない。「治安がいい」とか「治安を
守る」といった言い回し（具体的知識）の蓄
積から、「治安」という語をイメージしている
のである。重要なのは抽象知識からの演繹よ
りも、アーカイヴとしての具体の蓄積なのだ。
　そこで本書は「具体から抽象を抽出する」
という帰納的態度を徹底する。小説や映画、
ドラマから膨大な実例を並べ、チャンク（よ
く使われる語のまとまり）に注目して前置詞
の用法を引き出してゆくのである。これは、
コーパスの膨大な言語実践から言語の仕組み
を措定する言語学的態度の応用といえるだろ
う。じじつ、著者は認知言語学者であり、専
門知に裏打ちされた本文には思わず膝を打つ。
また註やコラムでは、先行研究の紹介や、言
語学に一歩踏み込んだ Tips が盛り込まれて
いて、読み物としても面白い。
　この夏は、語学学習として前置詞に向き合
ってみるのも悪くないだろう。� （�猫足 ）
� （348 頁　税込 2750 円）

新版　ウェールズ語の基本
入門から会話まで

永田喜文／小池剛史著　三修社

実例が語る前置詞
平沢慎也著

くろしお出版



綴　　　　葉No.439

7

　アッサラーム・アライク
ム。直訳すると「あなたに
平安がありますように」と
なるこの語は、イスラーム
文化圏における挨拶として
使われるアラビア語である。
話者の多くがムスリムであ
るウルドゥー語でもこの語が挨拶として使わ
れる。そして、ワーライクム・アッサラーム
と返答するのだ。
　そもそもウルドゥー語ってなんなのか、疑
問に思う人も多いだろう。ウルドゥー語とは、
パキスタンやバングラデシュを中心とする南
アジアで広く話される言語である。口語はヒ
ンディー語とほとんど同じものの、書くとき
にはアラビア文字を用いる（ヒンディー語が
デーヴァナーガリー表記）。ウルドゥーはト
ルコ語で「軍の駐屯地」という意味を持つが、
特定の地域や国の名前ではないため、誰が話
しているのか想像することが難しい。
　『�ニューエクスプレス　ウルドゥー語 』は、
様々な言語のはじめの一歩を助けるニューエ
クスプレスシリーズの一冊であり、初学者に
うってつけの学習書である。アラビア文字か
ら始まり、会話文を中心に全 20 章の中で文
法事項を学んでいく。それぞれの章に新出単
語リストがついており、会話例文の音声デー
タがダウンロードできる。2章ごとに練習問
題が設けられていることなども含めて、本書
には初学者に易しい様々な仕掛けがある。
　あまり知られていないが、世界人口の約 4
億人が話すウルドゥー語。これを勉強すれば
ヒンディー語話者とも話せるようになること
を加味すると、習得することでかなり多くの
人と会話を楽しむことができるようになる。
ウルドゥー語を新たに学ぶ言語の候補に入れ
てみるのはいかがだろうか。� （�プラチ ）
� （163 頁　税込 3740 円）

　隣国の言葉、ハングル。
韓流ドラマやK-POP の流行
で日本でもずいぶんと身近
になった――のだが、少し
別の角度からその豊かな世
界をのぞいてみよう。
　悲哀の詩人・尹

ユン

東
ドンジュ

柱
（1917–45）。京都の地でハングルを学ぼうと思
えば、彼の短い生涯と美しい詩の律動が思い
起こされる。満州出身にして同志社の英文科
に入学した彼は、左京区田中高原町（元・造
形大のキャンパス内）に下宿していた。しか
し 1943 年、彼は独立運動の容疑で下鴨警察
署に逮捕され、27 歳の若さで獄死する。「死
ぬ日まで天を仰ぎ、一点の恥じ入ることもな
いことを」――大戦の空気張り詰める時代の
日陰の、澄み切った水のようなその抒情の発
露。その序詞から一節を逐語訳的に示そう。
　오늘밤에도　별이　바람여　스치운다
　今　夜　も　星が　風　に　掠れている
　実は韓国語と日本語は言語的によく似てい
る。ともに SOV 構造でよく似た助詞を持ち
（下線部が相応）、ハングル化されたため一見
気づきにくいが、漢字由来の共通語彙もかな
り多い。日本語話者にとって最もハードルが
低い（感覚的に体得しやすい）言語だと思う。
どうだろう、彼の原詩の美しさに直接触れら
れると思えば、心躍らないだろうか。
　初学者には『�ゼロからしっかり学べる！韓
国語［文法］トレーニング 』（高橋書店）が
おすすめだ。評者もお世話になったが、とに
かくシンプルで学びやすいレイアウト。イラ
ストで解説をごまかされることもなく、十分
な練習問題付き。独学にも耐えうる正統派だ。
新たな言葉を学び続けるというのは地道な作
業だけれど、そこから広がる世界の美しさを
思えば、その道のりすらも楽しい。（�浅煎り ）
� （192 頁　税込 692 円）

ニューエクスプレスプラス
ウルドゥー語

萩田博、萬宮健策著　白水社

尹東柱詩集
空と風と星と詩

金時鐘編訳　岩波文庫
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『
星
の
王
子
さ
ま
』

の
著
者
で
あ
る
サ
ン
＝

テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ
が
飛
行

士
で
あ
っ
た
こ
と
は
よ

く
知
ら
れ
る
。
む
し
ろ
彼
の
作
家
と
し
て
の
本
領
は
、

そ
の
職
業
か
ら
生
ま
れ
た
作
品
の
ほ
う
に
こ
そ
あ
る

だ
ろ
う
。
本
書
は
そ
の
代
表
例
で
あ
る
小
説
『
夜
間

飛
行
』
と
エ
ッ
セ
イ
集
『
人
間
の
大
地
』
を
新
訳
し
、

合
本
し
た
一
冊
だ
。
ど
ち
ら
に
お
い
て
も
困
難
な
航

行
に
挑
む
飛
行
士
た
ち
や
、
彼
ら
を
と
り
ま
く
人
び

と
を
通
じ
て
、
生
き
る
意
味
、
人
間
の
使
命
が
問
わ

れ
て
い
る
。《
人
間
の
命
に
は
値
段
の
つ
け
よ
う
が

な
い
ほ
ど
の
価
値
が
あ
る
に
せ
よ
、
わ
れ
わ
れ
は
い

つ
だ
っ
て
、
人
間
の
命
に
ま
さ
る
価
値
を
も
つ
何
か

が
あ
る
か
の
よ
う
に
行
動
し
て
い
る
じ
ゃ
な
い
か

…
…
。
そ
れ
は
い
っ
た
い
何
な
の
だ
ろ
う
？
》

　

嵐
の
夜
や
砂
漠
を
生
き
抜
く
た
め
の
、
危
機
を
乗

り
越
え
る
思
想
―
―
サ
ン
＝
テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ
の
描
く

そ
れ
は
ヒ
ロ
イ
ズ
ム
に
漸
近
し
、
と
き
に
は
自
然
や

人
間
に
対
す
る
征
服
・
支
配
を
肯
定
す
る
。
植
民
地

に
対
す
る
彼
の
眼
差
し
は
無
邪
気
す
ぎ
る
ほ
ど
だ
。

し
か
し
そ
れ
で
も
な
お
、
仲
間
と
手
を
取
り
、
同
じ

方
向
を
見
つ
め
、
分
断
を
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
彼

の
言
葉
は
、
時
代
を
超
え
て
切
々
と
響
く
。《
な
ぜ

憎
み
あ
う
の
か
？　

同
じ
惑
星
に
よ
っ
て
運
ば
れ
、

同
じ
船
の
乗
組
員
で
あ
る
わ
れ
わ
れ
は
運
命
を
と
も

に
し
て
い
る
。
諸
文
明
が
対
立
し
あ
う
の
は
、［
…
］

互
い
を
む
さ
ぼ
り
食
ら
う
な
ど
言
語
道
断
だ
》。

　

本
書
に
描
か
れ
る
飛
行
士
た
ち
と
同
じ
く
、
わ
れ

わ
れ
も
ま
た
岸
辺
の
な
い
嵐
の
夜
を
往
く
こ
と
を
強

い
ら
れ
て
い
る
。
本
書
は
そ
ん
な
旅
路
に
あ
っ
て
、

ひ
と
つ
の
道
標
と
な
る
は
ず
だ
。�

（�

水
炊
き 

）

�

（
四
〇
四
頁　

税
込
一
二
二
一
円　

5
月
刊
）

新
刊
コ
ー
ナ
ー

夜
間
飛
行
・
人
間
の
大
地

サ
ン
＝
テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ
著

野
崎
歓
訳

岩
波
文
庫

絵
本
戦
争

禁
書
さ
れ
る
ア
メ
リ
カ
の
未
来

堂
本
か
お
る
著

太
田
出
版

　

い
ま
ア
メ
リ
カ
で
は

「
子
ど
も
に
ふ
さ
わ
し

く
な
い
」
と
し
て
絵
本

が
次
々
と
学
校
や
図
書

館
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
る
。
本
書
は
、
そ
う
し
た
禁

書
運
動
の
標
的
と
な
っ
た
絵
本
の
数
々
を
取
り
上
げ

な
が
ら
、
そ
の
背
景
に
あ
る
社
会
の
分
断
を
描
き
出
す
。

紹
介
さ
れ
る
の
は
黒
人
の
家
族
や
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
親

子
、
先
住
民
の
食
文
化
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
暮
ら
し

な
ど
、
多
様
な
経
験
や
文
化
を
伝
え
る
絵
本
た
ち
だ
。

　

こ
う
し
た
禁
書
運
動
の
中
心
に
あ
る
の
が
、
保
守

系
の
保
護
者
団
体
「M

om
s�for�Liberty

（
自
由
を
求

め
る
母
た
ち
）」
だ
。
彼
女
た
ち
は
「
子
ど
も
に
何
を

教
え
る
か
は
親
が
決
め
る
べ
き
だ
」
と
訴
え
て
い
る
。

多
様
な
文
化
や
価
値
観
に
触
れ
る
こ
と
で
子
ど
も
が

混
乱
す
る
と
し
て
、
人
種
問
題
、
性
教
育
な
ど
に
関

す
る
本
を
問
題
視
し
、教
育
現
場
か
ら
排
除
し
て
き
た
。

　

た
と
え
ば
『Hair�Love

』
は
、
黒
人
の
父
親
が

娘
の
髪
を
整
え
る
様
子
を
描
い
た
親
子
の
物
語
だ
。

そ
の
背
景
に
は
、
黒
人
の
髪
が
白
人
社
会
の
規
範
に

そ
ぐ
わ
な
い
「
民
族
的
す
ぎ
る
」
も
の
と
さ
れ
、
理

不
尽
な
扱
い
を
受
け
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。
描
か
れ

て
い
る
の
は
、
何
気
な
い
行
為
の
な
か
で
育
ま
れ
る

親
子
の
信
頼
と
愛
情
で
あ
り
、
継
承
さ
れ
て
き
た
黒

人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
誇
り
と
文
化
の
豊
か
さ
で
あ
る
。

し
か
し
こ
う
し
た
本
は
「
白
人
の
子
ど
も
が
罪
悪
感

を
持
つ
」
と
い
う
理
由
で
禁
書
に
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

　

本
書
は
た
だ
絶
望
を
伝
え
る
だ
け
で
は
な
い
。
禁

書
に
さ
れ
た
著
者
を
招
く
ポ
ッ
ド
キ
ャ
ス
ト
や
、
若

者
が
自
ら
の
言
葉
で
表
現
を
守
ろ
う
と
す
る
草
の
根

の
活
動
な
ど
、
対
抗
の
動
き
に
も
光
が
当
て
ら
れ
て

い
る
。
作
品
の
力
を
恐
れ
る
と
き
、
人
は
そ
れ
を
禁

じ
よ
う
と
す
る
。
そ
の
一
冊
一
冊
に
は
、
社
会
を
揺

り
動
か
す
力
が
確
か
に
宿
っ
て
い
る
。（�

た
い
や
き 

）

�

（
二
八
八
頁　

税
込
三
七
四
〇
円　

1
月
刊
）
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も
し
も
恐
竜
と
遭
遇
し
た
ら

ジ
ョ
シ
ュ
ア
・
ベ
イ
ビ
ン
／

デ
ビ
ッ
ド
・
ボ
ー
ゲ
ニ
ク
ト
著

梅
澤
乃
奈
訳　

文
響
社

　

目
を
引
く
タ
イ
ト
ル

で
あ
る
。
と
う
の
昔
に

絶
滅
し
て
い
る
だ
ろ
。

そ
ん
な
こ
と
を
考
え
る

必
要
は
な
い
と
思
う
が
、
考
え
て
み
た
く
な
る
の
も

事
実
で
あ
る
。
訳
の
分
か
ら
な
い
状
況
に
遭
遇
し
た

と
き
に
生
き
延
び
る
術
を
心
得
て
お
け
ば
、
現
実
世

界
に
応
用
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
ゲ
ー
ム
の
攻
略

本
の
よ
う
な
感
覚
で
手
に
取
っ
て
み
た
。

　

様
々
に
想
定
さ
れ
た
状
況
へ
の
対
策
が
ま
と
め
ら

れ
て
い
る
。
早
速
一
番
気
に
な
る
「
も
し
も
恐
竜
と

遭
遇
し
た
ら
」
の
項
目
を
見
て
み
よ
う
。
例
え
ば
テ

ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
な
ど
の
二
足
歩
行
動
物
か
ら
逃
げ

る
場
合
は
、
石
や
岩
が
露
出
し
た
で
こ
ぼ
こ
道
に
逃

げ
、
洞
窟
や
裂
け
目
な
ど
の
狭
い
場
所
に
避
難
す
る
。

重
い
体
で
二
足
歩
行
す
る
動
物
に
と
っ
て
転
倒
は
致

命
的
な
の
で
不
安
定
な
足
場
は
避
け
る
ら
し
い
。
他

に
も
、
宇
宙
人
が
攻
め
て
き
た
ら
と
か
、
ネ
ア
ン
デ

ル
タ
ー
ル
人
と
友
達
に
な
り
た
か
っ
た
ら
と
か
、
Ｓ

Ｆ
映
画
の
テ
ー
マ
に
な
り
そ
う
な
項
目
が
並
ぶ
。

様
々
な
専
門
家
の
知
見
の
も
と
、
た
だ
の
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
に
終
わ
ら
な
い
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
本
書
の
魅
力
は
そ
う
い
っ
た
面
白
さ
だ
け

で
は
な
い
。
津
波
や
噴
火
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
な
ど
、

い
つ
起
こ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
大
災
害
へ
の
対
策

も
載
っ
て
い
る
。
も
し
も
今
こ
の
瞬
間
に
津
波
警
報

が
発
令
さ
れ
た
ら
、
近
く
に
あ
る
火
山
が
大
噴
火
を

起
こ
し
た
ら
、
生
き
延
び
る
た
め
の
行
動
を
瞬
時
に

判
断
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

　

絶
対
出
会
わ
な
い
よ
う
な
「
も
し
も
」
か
ら
今
日

に
で
も
起
こ
り
う
る
「
も
し
も
」
ま
で
、
気
に
な
る

「
も
し
も
」
が
き
っ
と
あ
る
は
ず
。
楽
し
い
だ
け
で

は
な
く
い
ざ
と
い
う
時
の
救
世
主
に
な
る
か
も
し
れ

な
い
。�

（�

竹
輪 

）
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ト
イ
レ
の
花
子
さ
ん

な
ど
の
都
市
伝
説
か
ら
、

河
童
や
座
敷
童
な
ど
の

民
俗
的
な
話
ま
で
、
所

謂
「
怪
談
話
」
と
言
わ
れ
る
も
の
は
、
子
ど
も
の
頃

に
聴
き
な
じ
ん
だ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
書
は
、

日
本
各
地
に
お
け
る
祭
り
や
伝
承
な
ど
に
ま
つ
わ
る

三
十
八
編
の
短
編
か
ら
成
る
怪
談
集
で
あ
る
。

　

そ
の
お
も
し
ろ
さ
は
、
各
話
が
そ
れ
ぞ
れ
民
俗
的

な
伝
承
や
実
践
に
結
び
付
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

隅
田
川
の
花
火
大
会
と
火
に
ま
つ
わ
る
信
仰
、
山
岳

信
仰
に
基
づ
く
入
山
禁
忌
日
、
秋
田
県
の
ナ
マ
ハ
ゲ

に
ま
つ
わ
る
実
践
。
話
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
民
俗

的
風
習
や
信
仰
に
つ
い
て
、
各
話
の
冒
頭
で
詳
し
く

説
明
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
個
人
の
体
験
談
形
式
で
各

話
が
展
開
さ
れ
る
。
民
俗
学
的
に
も
非
常
に
興
味
深

く
そ
れ
ぞ
れ
の
話
が
読
め
る
の
で
あ
る
。

　

実
話
怪
談
形
式
…
…
こ
れ
が
も
う
一
つ
の
ポ
イ
ン

ト
で
あ
る
。
す
べ
て
の
話
が
、
該
当
す
る
伝
承
地
域

の
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
と
っ
た
か
の
よ
う
に
描
か

れ
て
い
る
。
こ
れ
が
完
全
な
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で

は
な
い
こ
と
は
、
す
べ
て
の
話
が
き
れ
い
に
完
結
す

る
こ
と
か
ら
す
ぐ
に
わ
か
る
。
し
か
し
、
年
寄
り
の

語
る
昔
話
か
ら
自
分
と
同
じ
年
代
の
人
が
経
験
す
る

よ
う
な
話
ま
で
、
す
べ
て
の
話
に
没
入
感
が
あ
る
。

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
良
い
と
こ

ろ
を
取
り
入
れ
た
よ
う
な
構
成
な
の
だ
。

　

怪
談
と
し
て
語
ら
れ
る
現
象
の
原
因
を
突
き
止
め

て
解
決
す
る
話
か
ら
、
現
象
の
理
由
や
意
味
す
る
こ

と
が
わ
か
ら
な
い
後
味
の
悪
い
話
ま
で
、
そ
の
す
べ

て
が
「
怪
談
っ
ぽ
く
」
描
か
れ
る
。
し
か
し
、
民
俗

的
な
話
と
つ
な
が
っ
て
い
る
か
ら
か
、
怖
さ
以
上
に

生
々
し
さ
と
表
象
で
き
る
既
視
感
を
感
じ
る
、
新
た

な
感
情
に
な
れ
る
怪
談
で
あ
る
。�

（�

プ
ラ
チ 

）
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祭
り
と
信
仰
の
怖
い
話

月
の
砂
漠
著

竹
書
房
怪
談
文
庫
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あ
る
作
家
の
夕
刻

ス
コ
ッ
ト
・フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
著

村
上
春
樹
編
、村
上
春
樹
訳

中
央
公
論
新
社

　

�

も
ち
ろ
ん
す
べ
て
の

人
生
は
崩
壊
の
過
程
で

あ
る
わ
け
だ
が 

（「
壊

れ
る
」）、
フ
ィ
ッ
ツ
ジ

ェ
ラ
ル
ド
は
決
し
て
、
そ
れ
を
た
だ
の
悲
惨
に
は
し

な
か
っ
た
。
二
〇
年
代
の
奢
侈
と
放
埒
の
あ
と

の
、�

タ
ク
シ
ー
の
ド
ア
が
悪
夢
に
向
け
て
開
か
れ

た 

（「
ひ
と
の
犯
す
過
ち
」）
あ
と
の
、
早
す
ぎ
る
夕

刻
。
そ
の
三
〇
年
代
に
書
き
つ
が
れ
た
短
編
小
説
と

エ
ッ
セ
イ
を
集
め
た
本
書
は
、
彼
の
闘
い
の
な
に
よ

り
の
証
拠
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

い
や
、
む
し
ろ
、
迫
り
来
る
夜
の
気
配
ゆ
え
に
こ

そ
、
彼
が
描
き
出
す
、
か
つ
て
一
度
は
手
に
し
た
と

信
じ
た
希
望
の
姿
―
―
あ
る
晴
れ
た
朝
の
記
憶
―
―

は
比
類
の
な
い
光
を
放
つ
。『
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
』
の
最

後
を
思
い
出
し
て
み
て
ほ
し
い
。
あ
の
輝
き
。

　

小
説
の
言
葉
を
作
家
の
感
慨
と
混
同
す
る
愚
を
あ

え
て
犯
し
て
、
い
く
つ
か
引
い
て
み
よ
う
。
例
え
ば

彼
に
は
、�

す
べ
て
の
瞬
間
が
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の

可
能
性
の
萌
芽
を
そ
な
え
て
い
た
（
…
）
不
可
能
な

も
の
は
な
に
ひ
と
つ
と
し
て
な
か
っ
た
―
―
す
べ
て

は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ 

（「
ク
レ
イ
ジ
ー
・
サ

半
生【
は
ん
せ
い
】の
絆張

愛
玲
著

濱
田
麻
矢
訳

早
川
書
房

　
「
彼
女
に
は
ほ
ん
の

少
し
も
変
わ
っ
て
ほ
し

く
な
い
」。
こ
の
愛
が

永
遠
に
続
く
と
信
じ
て

疑
わ
な
い
、
愚
か
し
く
も
甘
い
祈
り
。
少
し
も
変
わ

ら
な
い
も
の
な
ん
て
あ
る
は
ず
な
い
。
け
れ
ど
、
運

命
は
こ
こ
ま
で
残
酷
な
も
の
だ
ろ
う
か
。「
半
生
の

絆
」
は
、
一
生
ぶ
ん
続
く
こ
と
は
叶
わ
な
か
っ
た
ラ

ブ
ス
ト
ー
リ
ー
だ
。

　

作
者
・
張
愛
玲
は
日
本
で
は
あ
ま
り
な
じ
み
が
な

い
か
も
し
れ
な
い
が
、
魯
迅
に
な
ら
ん
で
愛
さ
れ
る

中
国
き
っ
て
の
恋
愛
小
説
家
。
彼
女
が
活
躍
し
た
民

国
期
の
中
国
は
、
伝
統
と
近
代
の
は
ざ
ま
で
揺
れ
て

い
た
。
主
人
公
の
世せ

き
ん鈞
は
出
世
を
夢
見
て
保
守
的
な

実
家
を
飛
び
出
す
が
、
父
親
の
病
気
を
期
に
連
れ
戻

さ
れ
る
。
仕
事
だ
け
で
は
な
く
、
結
婚
も
“
家
”
に

縛
ら
れ
る
。「
一
番
腹
が
立
っ
た
の
は
、
母
親
の
口

ぶ
り
が
、
ま
る
で
年
長
者
同
士
で
次
の
世
代
の
縁
談

を
仕
切
っ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
こ
と
だ
」。

　

結
婚
は
必
ず
し
も
想
い
合
う
ふ
た
り
の
ゴ
ー
ル
と

は
か
ぎ
ら
な
い
。
本
妻
を
差
し
置
い
て
遊
び
歩
く
夫
。

子
ど
も
の
た
め
に
喧
嘩
す
る
毎
日
。
心
に
秘
め
た
恋

人
を
忘
れ
る
た
め
の
結
婚
。
さ
ま
ざ
ま
な
思
惑
が
か

ら
ま
り
、
運
命
は
思
わ
ぬ
方
向
に
転
が
り
、
そ
れ
で

も
生
活
は
続
い
て
い
く
。

　
「
世
鈞
は
扉
の
前
に
立
ち
、
こ
ん
な
気
持
ち
で
は

人
ご
み
の
中
に
入
っ
て
い
く
こ
と
は
で
き
な
い
と
思

っ
た
。
あ
ま
り
に
も
幸
せ
す
ぎ
る
。（
…
…
）
世
鈞

に
は
知
る
由
も
な
か
っ
た
。
曼ま

ん
て
い楨

と
の
一
番
幸
せ
な

時
間
は
期
待
の
な
か
に
過
ぎ
て
ゆ
く
だ
け
で
、
彼
ら

に
は
日
曜
日
の
朝
は
永
遠
に
や
っ
て
こ
な
い
の
だ
と

い
う
こ
と
を
」。
そ
れ
で
も
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
手
を

止
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
時
間
を
止
め
る
こ
と
が

で
き
な
い
の
と
同
じ
よ
う
に
。�

（�

く
た
く
た 

）

�
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ン
デ
ー
」）
と
思
え
た
瞬
間
が
あ
っ
た
の
だ
。
そ
し

て
、
あ
る
主
人
公
は
道
ゆ
く
少
女
た
ち
を
眺
め
て
こ

う
思
う
―
―�

彼
女
た
ち
に
は
計
画
も
な
く
葛
藤
も
な

く
、
あ
る
の
は
た
だ
甘
美
な
未
決
の
状
態
だ
け
だ
っ

た
。
そ
れ
は
挑
発
的
で
あ
り
、
ま
た
静
謐
で
も
あ
る
。

彼
は
少
し
の
あ
い
だ
人
生
を
心
か
ら
愛
し
た
。 （「
あ

る
作
家
の
午
後
」）。

　

重
力
に
引
か
れ
て
、
地
面
す
れ
す
れ
を
飛
ん
で
い

る
よ
う
に
見
え
る
の
が
こ
の
作
品
集
の
時
期
の
彼
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
そ
れ
で
も
飛
び
続
け
る
事
を

や
め
は
し
な
い
し
、
彼
の
翼
は
、
夕
陽
を
浴
び
て
、

魔
法
の
よ
う
な
輝
き
を
放
っ
て
い
る
。�

（�

コ
ー
ク 

）

�

（
四
〇
八
頁　

税
込
一
六
五
〇
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3
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プ
ラ
ト
ン
の

プ
ラ
ト
ニ
ッ
ク
・ラ
ブ國

方
栄
二
著

京
都
大
学
出
版
会

　

プ
ラ
ト
ニ
ッ
ク
な
恋

愛
―
―
い
か
が
わ
し
い

こ
と
は
抜
き
で
、
清
純

な
理
想
的
関
係
―
―
？

　
「
プ
ラ
ト
ニ
ッ
ク
」
と
い
う
形
容
詞
は
「
プ
ラ
ト

ン
の
」
と
い
う
意
味
だ
が
、
現
在
で
は
「
恋
愛
」
の

枕
言
葉
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
プ
ラ

ト
ン
が
説
い
た
エ
ロ
ス
（
恋
）
が
指
し
て
い
る
の
は
、

私
た
ち
が
想
像
す
る
も
の
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

　

本
書
は
プ
ラ
ト
ン
の
代
表
的
著
作
で
あ
る
『
饗

宴
』『
パ
イ
ド
ロ
ス
』
を
中
心
と
し
て
、
プ
ラ
ト
ン

が
論
じ
た
エ
ロ
ス
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の

か
を
探
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
エ
ロ
ス
の
実
態
を
知

る
に
は
、
プ
ラ
ト
ン
の
他
の
重
要
な
思
想
―
―
魂
の

不
死
と
輪
廻
転
生
、
狂
気
の
四
つ
の
分
類
―
―
を
も

知
る
必
要
が
あ
る
。
彼
の
説
く
エ
ロ
ス
は
肉
体
で
は

な
く
魂
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
あ
る
種
の
狂
気
、

そ
れ
も
神
が
か
り
の
狂
気
と
さ
れ
る
。

　

本
書
は
一
般
向
け
の
書
籍
で
は
あ
る
が
、
随
所
に

専
門
的
な
議
論
が
登
場
す
る
。
こ
こ
で
プ
ラ
ト
ン
が

言
わ
ん
と
し
て
い
る
こ
と
は
何
か
？　

こ
の
議
論
は

他
の
箇
所
と
矛
盾
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
？　

そ

ん
な
疑
問
を
解
き
ほ
ぐ
し
な
が
ら
読
み
進
め
る
と
、

ギ
リ
シ
ア
哲
学
の
何
た
る
か
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
。
古
典
ギ
リ
シ
ア
語
の
知
識
が
必
要
に
な
る
場
合

も
あ
る
が
、
そ
ん
な
時
は
〈
特
集
〉
を
ご
参
考
に
。

　

プ
ラ
ト
ン
の
説
く
エ
ロ
ス
は
、
確
か
に
「
い
か
が

わ
し
い
」
も
の
に
重
き
を
置
か
な
い
。
た
だ
、
そ
れ

が
目
指
し
て
い
る
の
は
単
な
る
清
純
な
恋
愛
関
係
で

は
な
く
、
よ
り
形
而
上
的
な
、
哲
学
的
営
為
で
あ
る
。

思
い
返
し
て
み
れ
ば
、
知
（sophia

）
を
「
愛
す
る
」

（philein

）
こ
と
こ
そ
が
哲
学
（philosophy

）
と
呼

ば
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
プ
ラ
ト
ニ
ッ
ク
・
ラ
ブ

と
は
ま
さ
に
知
へ
の
恋
、
と
も
言
え
る
。�

（�

荒
砥 
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石
原
吉
郎
と
い
う
詩

人
が
い
る
。
一
九
四
五

年
の
敗
戦
後
、
シ
ベ
リ

ア
に
抑
留
さ
れ
、
極
寒

の
地
で
過
酷
な
労
働
に
従
事
し
た
石
原
は
、
そ
れ
か

ら
八
年
後
の
一
九
五
三
年
、
日
本
に
帰
国
し
た
。
こ

の
体
験
ゆ
え
に
彼
は
「
シ
ベ
リ
ア
抑
留
詩
人
」
と
一

般
に
呼
ば
れ
る
。
現
在
で
は
詩
人
と
い
う
よ
り
、
一

連
の
シ
ベ
リ
ア
・
エ
ッ
セ
イ
の
書
き
手
と
し
て
知
ら

れ
る
石
原
だ
が
、
彼
が
帰
国
後
、
ま
ず
も
っ
て
書
き

始
め
た
の
は
エ
ッ
セ
イ
で
は
な
く
詩
だ
っ
た
。
詩
人

で
も
あ
る
著
者
は
「
石
原
の
真
髄
は
詩
に
あ
る
」
と

い
う
主
張
の
も
と
、
現
代
詩
の
世
界
で
孤
独
に
屹
立

す
る
石
原
の
詩
を
丹
念
に
読
み
解
い
て
い
く
。

　

石
原
の
初
期
代
表
作
に
「
位
置
」
が
あ
る
。
一
部

を
引
用
し
よ
う
。「
し
ず
か
な
肩
に
は
／
声
だ
け
が

な
ら
ぶ
の
で
な
い
／
声
よ
り
も
近
く
／
敵
が
な
ら
ぶ

の
だ
／
〔
…
〕
／
無
防
備
の
空
が
つ
い
に
撓
み
／
正

午
の
弓
と
な
る
位
置
で
／
君
は
呼
吸
し
／
か
つ
挨
拶

せ
よ
／
君
の
位
置
か
ら
の　

そ
れ
が
／
最
も
す
ぐ
れ

た
姿
勢
で
あ
る
」。
こ
の
詩
は
シ
ベ
リ
ア
体
験
に
直

接
取
材
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
著
者
曰
く
「
記
憶

の
主
体
と
し
て
言
葉
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
言
葉

が
シ
ベ
リ
ア
抑
留
を
想
起
し
て
い
る
」。
石
原
で
は

な
く
言
葉
が
シ
ベ
リ
ア
を
記
憶
し
て
い
る
―
―
そ
れ

が
著
者
の
主
張
で
あ
る
。
石
原
の
詩
に
お
い
て
、
主

体
は
石
原
で
は
な
く
言
葉
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え

著
者
は
言
う
。「
記
憶
と
し
て
の
言
葉
の
、
ほ
と
ん

ど
無
意
識
的
（
非
意
図
的
）
な
内
在
的
展
開
」、
そ

こ
に
石
原
の
詩
の
特
異
性
は
あ
る
と
。

　

本
書
は
「
石
原
論
」
の
姿
を
借
り
た
「
言
語
論
」

で
も
あ
る
と
私
は
思
う
。
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
言
語
哲
学

に
も
精
通
し
た
著
者
は
、
石
原
の
詩
を
通
じ
て
、
言

語
の
秘
密
に
深
く
分
け
入
っ
て
い
る
。�

（�

ぱ
や 

）

�

（
四
七
二
頁　

税
込
一
六
五
〇
円　

3
月
刊
）

石
原
吉
郎

シ
ベ
リ
ア
抑
留
詩
人
の
生
と
詩

細
見
和
之
著

中
公
文
庫
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文
章
に
生
き
る

チ
ェ
ー
ホ
フ
と
、エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
書
く

キ
リ
ン
・
ナ
ラ
ヤ
ン
著

波
佐
間
逸
博
訳　

新
曜
社

　

日
曜
日
の
夕
方
、
研

究
室
。
生
ぬ
る
い
部
屋

で
扇
風
機
が
カ
タ
カ
タ

と
音
を
立
て
な
が
ら
首

を
振
る
。
わ
た
し
は
ふ
と
こ
の
本
に
手
を
伸
ば
し
た
。

　

本
書
は
人
類
学
者
ナ
ラ
ヤ
ン
に
よ
る
、
民
族
誌
執

筆
の
指
南
書
だ
。
民
族
誌
と
は
「
人
び
と
の
暮
ら
し

を
つ
ぶ
さ
に
記
録
し
、
洞
察
を
深
め
て
い
こ
う
と
試

み
て
い
る
記
述
」
で
あ
る
。
読
み
進
め
る
と
、
心
を

躍
ら
せ
て
き
た
民
族
誌
が
、
わ
た
し
の
手
か
ら
立
ち

上
が
っ
て
く
る
よ
う
な
気
が
し
た
。
書
く
と
い
う
行

為
が
自
分
の
身
体
に
馴
染
ん
で
い
く
感
覚
だ
っ
た
。

　

著
者
の
夫
い
わ
く
本
書
は
「
ハ
ウ
ト
ゥ
ー
」
で
は

な
く
「
ハ
ウ
ア
バ
ウ
ト
」
マ
ニ
ュ
ア
ル
だ
。
彼
女
は

読
者
に
自
由
記
述
の
課
題
を
出
す
。
た
と
え
ば
「
い

ま
ど
ん
な
場
所
に
い
ま
す
か
？
」
の
よ
う
に
（
書
評

の
冒
頭
で
こ
の
問
い
に
応
え
て
み
た
）。
こ
う
し
た

小
さ
な
問
い
か
ら
紡
が
れ
る
記
述
の
な
か
に
、
彼
女

は
物
語
の
は
じ
ま
り
を
見
出
す
。
民
族
誌
と
は
た
だ

事
実
を
積
み
重
ね
る
作
業
で
は
な
い
。
そ
こ
に
あ
る

出
来
事
の
背
後
に
耳
を
す
ま
せ
、
言
葉
に
な
ら
な
い

感
情
や
、
関
係
の
ひ
だ
を
す
く
い
と
る
営
み
だ
。
場

奴
隷
・骨
・
ブ
ロ
ン
ズ

脱
植
民
地
化
の
歴
史
学

井
野
瀬
久
美
惠
著

世
界
思
想
社

　

近
年
、「
脱
植
民
地

化
」
が
大
き
な
話
題
に

な
っ
て
い
る
。
被
植
民

者
が
、
宗
主
国
の
支
配

か
ら
解
放
さ
れ
て
政
治
・
経
済
的
独
立
を
手
に
入
れ

る
こ
と
を
意
味
す
る
こ
の
言
葉
は
、
近
年
、
植
民
者

の
銅
像
の
引
き
倒
し
や
文
化
遺
物
の
宗
主
国
か
ら
本

国
へ
の
返
還
な
ど
を
通
し
て
、
現
実
の
政
治
に
も
グ

ロ
ー
バ
ル
に
影
響
を
与
え
て
き
た
。
で
は
歴
史
学
に

お
い
て
「
脱
植
民
地
化
」
と
は
何
な
の
か
？　

本
書

で
は
、
大
英
帝
国
史
研
究
で
名
高
い
著
者
が
、
イ
ギ

リ
ス
と
そ
の
旧
植
民
地
（
西
ア
フ
リ
カ
）
の
関
係
史

か
ら
こ
の
問
い
に
迫
っ
て
い
く
。

　

例
え
ば
、
一
九
世
紀
末
の
イ
ギ
リ
ス
人
旅
行
家
メ

ア
リ
・
キ
ン
グ
ズ
リ
の
生
涯
。
彼
女
は
イ
ギ
リ
ス
人

女
性
で
初
め
て
西
ア
フ
リ
カ
を
訪
れ
た
だ
け
で
な
く
、

晩
年
、
友
人
に
宛
て
た
手
紙
で
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地

支
配
を
非
難
し
て
も
い
た
。
こ
の
手
紙
が
雑
誌
に
掲

載
さ
れ
る
と
、
そ
れ
が
今
度
は
ア
フ
リ
カ
人
思
想
家

エ
ド
ワ
ー
ド
・
ブ
ラ
イ
デ
ン
の
目
に
触
れ
、
感
銘
を

受
け
た
彼
は
メ
ア
リ
に
手
紙
を
送
っ
て
い
る
。
植
民

化
批
判
は
、
本
来
交
わ
る
こ
と
の
な
い
二
つ
の
大
陸

の
人
々
に
交
流
を
も
た
ら
す
も
の
で
も
あ
っ
た
の
だ
。

　

あ
る
い
は
、
大
英
帝
国
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
た
ブ

ロ
ン
ズ
像
。
一
九
世
紀
に
西
ア
フ
リ
カ
の
ベ
ニ
ン
王

国
の
王
宮
で
作
ら
れ
た
こ
の
像
は
、
ど
の
よ
う
に
し

て
イ
ギ
リ
ス
ま
で
運
ば
れ
た
の
か
。
ベ
ニ
ン
・
ブ
ロ

ン
ズ
が
植
民
地
支
配
を
経
て
イ
ギ
リ
ス
人
の
手
に
渡

っ
た
歴
史
と
、
昨
今
の
イ
ギ
リ
ス
国
内
で
の
返
還
要

求
を
め
ぐ
る
経
緯
を
相
互
に
詳
述
す
る
こ
と
で
、
本

書
は
、歴
史
学
が
「
過
去
と
現
在
と
の
不
断
の
対
話
」

（
Ｅ
・
Ｈ
・
カ
ー
）
で
あ
る
こ
と
を
強
く
意
識
さ
せ

る
。
イ
ギ
リ
ス
史
だ
け
で
な
く
、
歴
史
学
の
現
代
的

意
義
に
関
心
が
あ
る
人
に
も
お
す
す
め
。�

（�

倉
井 

）

�

（
二
七
二
頁　

税
込
二
九
七
〇
円　

3
月
刊
）

所
に
漂
う
権
力
関
係
、
自
然
の
手
触
り
、
人
の
佇
ま

い
に
宿
る
時
間
の
層
。
ナ
ラ
ヤ
ン
は
民
族
誌
の
一
節

を
丹
念
に
読
み
直
し
、
そ
の
行
間
に
ひ
そ
む
声
に
耳

を
す
ま
せ
る
。
課
題
に
応
じ
て
書
き
な
が
ら
、
わ
た

し
の
視
線
も
ま
た
深
ま
り
、
ひ
ら
か
れ
て
い
く
。

　

副
題
に
登
場
す
る
チ
ェ
ー
ホ
フ
は
、
医
師
と
し
て

訪
れ
た
サ
ハ
リ
ン
で
見
た
流
刑
地
の
不
条
理
を
『
サ

ハ
リ
ン
島
』
に
書
き
記
し
た
。
ナ
ラ
ヤ
ン
は
こ
の
作

品
に
民
族
誌
的
な
視
点
を
見
出
し
、
書
く
こ
と
を
問

い
な
お
す
。
彼
女
の
静
か
な
語
り
は
物
語
を
立
ち
上

げ
る
力
を
伝
え
て
く
れ
る
。
そ
の
声
に
導
か
れ
て
、

あ
な
た
の
言
葉
を
探
し
て
ほ
し
い
。�

（�

た
い
や
き 

）

�

（
二
八
八
頁　

税
込
三
七
四
〇
円　

1
月
刊
）
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外
国
語
独
習
法

大
山
祐
亮
著

講
談
社
現
代
新
書

自
然
に
生
き
る

辰
野
勇
著

角
川
新
書

ア
メ
リ
カ
の

い
ち
ば
ん
長
い
戦
争

生
井
英
考
著　

集
英
社
新
書

　

登
山
や
キ
ャ
ン
プ
な
ど
、
自
然
と
し
っ
か
り
触
れ

合
う
も
の
を
趣
味
と
し
て
い
る
人
は
比
較
的
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
に
は
そ
う
い
っ
た
趣
味

が
な
く
、
な
ぜ
あ
ん
な
大
変
な
こ
と
を
趣
味
と
し
て

や
る
の
だ
ろ
う
と
、
不
思
議
に
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

本
書
は
モ
ン
ベ
ル
創
業
者
で
あ
る
著
者
が
、
自
身

の
経
験
を
交
え
な
が
ら
自
然
と
の
向
き
合
い
方
を
記

し
た
一
冊
。
著
者
の
人
生
に
は
常
に
自
然
が
あ
っ
た

の
だ
な
と
感
じ
ま
す
。
体
力
の
問
題
で
登
山
に
参
加

で
き
な
か
っ
た
シ
ョ
ッ
ク
、
十
六
歳
に
し
て
ア
イ
ガ

ー
北
壁
登
頂
を
心
に
決
め
達
成
す
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
精

神
、
会
社
を
立
ち
上
げ
ヒ
ッ
ト
商
品
を
出
し
続
け
る

も
の
づ
く
り
の
思
想
等
々
。
自
然
と
向
き
合
う
こ
と

の
偉
大
な
力
を
思
い
知
る
と
同
時
に
、
そ
れ
と
縁
遠

い
生
活
を
し
て
き
た
後
悔
が
あ
ふ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

私
は
田
舎
暮
ら
し
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、《
都
会

に
も
空
が
あ
っ
て
、
流
れ
る
雲
も
あ
る
。
太
陽
の
光

を
浴
び
る
こ
と
も
、
風
の
音
を
聞
く
こ
と
も
、
星
空

を
眺
め
る
こ
と
も
で
き
》
る
、
と
著
者
は
い
い
ま
す
。

い
き
な
り
登
山
は
少
し
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
で
す
が
、

今
夜
は
外
に
出
て
、
ゆ
っ
く
り
自
然
を
感
じ
て
み
よ

う
と
思
い
ま
す
。�
（�
竹
輪 

）
�

（
二
〇
八
頁　

税
込
一
〇
一
二
円　

5
月
刊
）

　
「
外
国
語
独
習
と
は
、
自
己
肯
定
感
と
い
う
燃
料

で
飛
ば
す
人
力
飛
行
機
の
よ
う
な
も
の
」
と
い
う
著

者
は
、
本
書
で
繰
り
返
し
そ
れ
の
上
手
い
取
り
扱
い

に
つ
い
て
語
る
。
説
得
力
が
あ
る
。
な
ん
と
い
っ
て

も
こ
の
著
者
は
、
実
際
に
百
以
上
の
言
語
を
学
ん
だ

経
験
を
持
ち
、
あ
の
分
厚
い
〈
四
週
間
〉
シ
リ
ー
ズ

（
大
学
書
林
）
を
四
週
間
で
や
り
き
っ
た
経
歴
の
持

ち
主
だ
。
こ
の
偉
大
な
経
験
者
に
よ
る
独
習
の
方
法

論
は
見
逃
せ
な
い
。
テ
キ
ス
ト
の
選
び
方
か
ら
毎
日

の
学
習
の
始
め
方
ま
で
語
る
手
厚
い
一
冊
で
あ
る
。

　

比
較
言
語
学
を
専
門
と
す
る
著
者
だ
が
、
本
書
に

お
い
て
難
し
い
専
門
用
語
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
一
方

で
そ
の
内
容
は
、
多
言
語
を
知
り
、
言
語
そ
の
も
の

を
研
究
対
象
と
す
る
専
門
家
の
知
見
に
裏
打
ち
さ
れ

た
も
の
だ
。
文
型
優
先
型
（
英
語
な
ど
）
か
活
用
優

先
型
（
ラ
テ
ン
語
な
ど
）
か
把
握
し
て
か
ら
学
習
を

始
め
よ
、
と
い
う
指
摘
が
そ
の
一
例
で
あ
る
。

　

外
国
語
独
習
に
は
や
め
て
し
ま
う
以
外
の
失
敗
は

存
在
し
な
い
。
何
よ
り
語
学
ほ
ど
自
分
の
成
長
を
実

感
で
き
る
も
の
は
な
い
、
と
い
う
著
者
。
長
い
休
暇

を
前
に
焚
き
付
け
ら
れ
る
。
良
い
語
学
書
と
本
書
を

手
に
し
た
我
ら
に
怖
い
も
の
は
な
い
？�

（�

ひ
る
ね 

）

�

（
二
二
四
頁　

税
込
一
〇
一
二
円　

4
月
刊
）

　

本
書
は
、（
二
〇
年
続
い
た
ア
フ
ガ
ン
戦
争
で
は

な
く
）
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
を
起
点
に
ア
メ
リ
カ
現
代

史
を
通
覧
す
る
試
み
だ
。
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
は�

い
ま

の
世
界
を
作
り
出
し
続
け
て
い
る 

。
し
か
し
、
そ
れ

は
こ
の
戦
争
の
記
憶
や
教
訓
が
今
も
生
き
て
い
る
か

ら
で
は
な
い
。
目
を
背
け
、
抑
圧
す
る
こ
と
で
手
に

負
え
な
く
な
っ
た
傷
跡
だ
か
ら
だ
。
笑
え
な
い
喜
劇

と
し
て
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
は
繰
り
返
さ
れ
続
け
て
い
る
。

　

進
歩
的
な
イ
メ
ー
ジ
の
裏
で
行
わ
れ
た
組
織
改
革

と
そ
れ
が
可
能
に
し
た
大
規
模
派
兵
。「
名
誉
あ
る

和
平
」
の
た
め
の
兵
力
の
大
幅
増
加
。
反
戦
運
動
を

抑
圧
す
る
た
め
煽
り
立
て
ら
れ
た
国
内
の
対
立
。
ヴ

ェ
ト
ナ
ム
戦
争
を
め
ぐ
る
本
書
の
記
述
か
ら
固
有
名

詞
を
消
し
て
み
る
と
、
不
気
味
な
ほ
ど
に
普
段
の
ニ

ュ
ー
ス
に
似
通
っ
て
く
る
の
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。

　

ア
メ
リ
カ
現
代
史
の
具
体
的
な
記
述
に
徹
す
る
姿

は
禁
欲
的
と
す
ら
言
え
る
も
の
だ
が
、
そ
れ
だ
け
の

本
で
は
な
い
。
本
書
の
タ
イ
ト
ル
は
元
ネ
タ
で
あ
る

『
日
本
の
い
ち
ば
ん
長
い
日
』
を
我
々
に
想
起
さ
せ

る
こ
と
で
、
日
本
に
住
む
我
々
も
ま
た
、
歴
史
を
繰

り
返
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
静
か
に
、
し
か
し
雄
弁
に

告
げ
て
い
る
の
だ
。�

（�

コ
ー
ク 

）

�

（
二
八
八
頁　

税
込
一
一
〇
〇
円　

5
月
刊
）

新書コーナー新書コーナー
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私の本棚

建
築
の
小
説
／
小
説
の
建
築
―
―
国
家
と
建
築
を
め
ぐ
る
二
つ
の
大
長
篇

　

建
築
と
は
何
か
。
近
代
建
築
の
先
駆
者
ア
ド
ル
フ
・
ロ
ー
ス
曰
く
《
我
々
が

森
の
中
を
歩
い
て
い
て
、［
…
］
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
形
に
土
が
盛
ら
れ
た
も
の
に

出
会
っ
た
と
す
る
。
我
々
は
そ
れ
を
見
て
襟
を
正
す
気
持
ち
に
襲
わ
れ
る
。
そ

し
て
、
我
々
の
心
の
中
に
語
り
か
け
て
く
る
。「
こ
こ
に
誰
か
葬
ら
れ
て
い
る
」

と
。
こ
れ
が
建
築
な
の
だ

0

0

0

0

0

0

0

0

》。
つ
ま
り
、
建
築
と
は
墓
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、

過
去
を
伝
え
る
碑
で
あ
る
。
人
間
の
死
後
も
、
残
る
も
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
思
う
。
小
説
も
ま
た
そ
の
よ
う
な
、
建
築
に
し
て
碑
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
？　

ま
し
て
や
そ
れ
が
大
長
篇
な
ら
ば
、
小
説
は
建
築
と
同
じ
よ
う
に
全

体
を
支
え
る
柱
を
必
要
と
す
る
。
作
者
は
構
造
を
計
算
し
、
材
料
を
選
ぶ
。
と

り
わ
け
こ
こ
に
紹
介
す
る
二
つ
の
小
説
は
、
そ
の
よ
う
な
ア
ナ
ロ
ジ
ー
を
思
わ

せ
る
、
そ
れ
自
体
が
建
築
で
あ
る
よ
う
な
「
建
築
」
の
小
説
で
あ
る
。

◆
建
築
と
暴
力
の
記
憶

　

先
日
文
庫
化
さ
れ
た
小
川
哲
『�

地
図
と
拳 

』（
集
英
社
文
庫
）
は
、
満
州
を

舞
台
に
或
る
架
空
の
都
市
の
盛
衰
を
語
り
上
げ
た
巨
篇
で
あ
る
。
物
語
は
冒
険

小
説
と
し
て
読
め
る
も
の
の
、
全
体
を
貫
い
て
い
る
柱
は
あ
ら
ゆ
る
主
題
を
建

築
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
に
よ
っ
て
捉
え
る
思
弁
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
国
家
も
建
築

の
産
物
で
あ
る
。
地
図
と
は
満
州
の
設
計
図
な
の

だ
―
―
《
君
は
満
州
と
い
う
白
紙
の
地
図
に
、
日

本
人
の
夢
を
書
き
込
む
》。

　

け
れ
ど
も
そ
の
よ
う
に
建
築
が
理
想
を
描
き
出

す
一
方
で
、
建
築
は
過
去
を
記
す
、
と
も
作
中
で

は
繰
り
返
し
語
ら
れ
る
。
そ
こ
に
誰
が
ど
の
よ
う

な
思
い
を
懸
け
、
い
か
な
る
文
化
と
生
活
が
営
ま

れ
た
の
か
、
建
築
は
記
憶
し
て
い
る
。《
建
築
と
は

時
間
で
す
》
と
主
人
公
の
建
築
士
・
須
野
明
男
は
云
う
。
建
築
は
時
間
を
繋
ぎ

留
め
る
。
そ
の
役
目
は
だ
か
ら
《
拳
の
記
憶
を
、
そ
の
時
間
を
、
永
遠
に
保
存
し
、

呼
び
覚
ま
す
》
―
―
す
な
わ
ち
、
日
本
の
戦
争
責
任
を
記
憶
す
る
こ
と
に
あ
る
。

大
陸
に
刻
ま
れ
た
そ
の
暴
力
の
記
憶
こ
そ
、
本
書
の
も
う
ひ
と
つ
の
主
題
な
の
だ
。

◆
建
築
と
空
虚
な
象
徴

　

そ
れ
に
較
べ
る
と
先
ご
ろ
刊
行
さ
れ
た
松
家
仁

之
の
最
新
作
に
し
て
大
長
篇
『�

天
使
も
踏
む
を
畏

れ
る
と
こ
ろ 

』（
新
潮
社
）
は
、
戦
争
の
記
憶
に

言
及
し
て
は
い
る
も
の
の
、
日
本
の
戦
争
責
任
に

つ
い
て
、
小
川
哲
ほ
ど
の
苛
烈
さ
は
な
い
。
空
襲

に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
皇
居
を
再
建
す
る
と
い
う
ス

ト
ー
リ
ー
は
、
天
皇
と
い
う
「
象
徴
」
を
中
心
に

据
え
な
が
ら
も
、
ど
こ
か
微
温
的
だ
。
と
は
い
え

小
説
は
、
そ
の
象
徴
の
空
虚
さ
に
た
び
た
び
言
及
し
、
皇
居
の
あ
る
べ
き
姿
を

模
索
す
る
。
本
書
で
何
よ
り
面
白
い
の
は
、
石
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
積
み
上
げ
る

よ
う
な
そ
の
丹
念
な
筆
致
が
、
思
想
や
理
念
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
建
築
の

現
実
を
克
明
に
綴
っ
て
ゆ
く
点
だ
ろ
う
。
新
宮
殿
建
設
に
は
数
多
の
人
間
の
思

惑
が
絡
み
、
必
然
、
建
築
は
政
治
の
場
と
な
る
。
あ
ら
ゆ
る
箇
所
で
衝
突
や
破

綻
が
生
じ
な
が
ら
、
そ
れ
で
も
な
お
落
成
し
て
し
ま
う
新
宮
殿
―
―
そ
の
あ
り

さ
ま
に
は
、
戦
後
日
本
の
民
主
主
義
の
姿
が
重
な
っ
て
見
え
て
し
ま
う
。

　

そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
空
虚
さ
を
も
記
憶
し
な
が
ら
、
百
年
二
百
年
と
残
り

続
け
る
の
が
建
築
な
の
だ
。
本
書
に
あ
る
次
の
一
節
は
、
そ
ん
な
建
築
の
不
朽

性
を
記
し
た
う
え
で
、
小
説
も
ま
た
そ
う
で
あ
る
と
告
げ
て
い
る
―
―
《
い
っ

た
ん
書
か
れ
た
こ
と
ば
は
、
完
全
に
消
え
去
る
こ
と
は
な
い
》。�

（�

水
炊
き 

）
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私の本棚

“
第
二
の
僕
”が
街
を
歩
く
―
―
近
代
文
学
と
ド
ッ
ペ
ル
ゲ
ン
ガ
ー

　

誰
か
僕
の
眠
っ
て
い
る
う
ち
に

　

そ
っ
と
絞
め
殺
し
て
く
れ
る
も
の
は
な
い
か
？

　

一
九
二
七
年
七
月
二
十
四
日
、
芥
川
龍
之
介
は
三
十
五
年
の
人
生
に
自
ら
の

手
で
幕
を
下
ろ
し
た
。
例
年
に
な
い
暑
さ
の
た
め
だ
と
い
う
者
も
あ
る
。
右
に

掲
げ
た
一
節
で
終
わ
り
、
作
品
全
体
に
死
の
匂
い
が
た
ち
こ
め
る
遺
稿
「�

歯

車 

」
に
は
薄
気
味
の
悪
い
モ
チ
ー
フ
が
散
乱
し
て
い
る
が
、
な
か
で
も
目
を
惹

く
の
が
、
こ
ん
な
場
面
。

　

�

僕
は
久
し
ぶ
り
に
鏡
の
前
に
立
ち
、
ま
と
も
に
僕
の
影
と
向
い
合
っ
た
。
僕

の
影
も
勿
論
微
笑
し
て
い
た
。
僕
は
こ
の
影
を
見
つ
め
て
い
る
う
ち
に
第
二

の
僕
の
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
第
二
の
僕
、
―
―
独
逸
（
ド
イ
ツ
）
人
の
所

謂
（
い
わ
ゆ
る
）Doppelgaenger

は
仕
合
せ
に
も
僕
自
身
に
見
え
た
こ
と

は
な
か
っ
た
。
し
か
し
亜
米
利
加
（
ア
メ
リ
カ
）
の
映
画
俳
優
に
な
っ
た
Ｋ

君
の
夫
人
は
第
二
の
僕
を
帝
劇
の
廊
下
に
見
か
け
て
い
た
。（
僕
は
突
然
Ｋ

君
の
夫
人
に
「
先
達
（
せ
ん
だ
っ
て
）
は
つ
い
御
挨
拶
も
し
ま
せ
ん
で
」
と

言
わ
れ
、
当
惑
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
）
そ
れ
か
ら
も
う
故
人
に
な
っ
た

或
隻
脚
の
翻
訳
家
も
や
は
り
銀
座
の
或
煙
草
屋
に
第
二
の
僕
を
見
か
け
て
い

た
。
死
は
或
は
僕
よ
り
も
第
二
の
僕
に
来
る
の
か
も
知
れ
な
か
っ
た
。

　

芥
川
に
限
っ
た
話
で
は
な
い
。“
第
二
の
僕
”
は
ふ
ら
り
と
現
れ
、
文
学
の

世
界
を
渡
り
歩
く
。「
僕
」
に
憎
悪
を
向
け
（
村
上
春
樹
「
鏡
」）、「
殺
さ
れ

る
」
と
い
う
恐
怖
を
与
え
（
泉
鏡
花
「
星
あ
か
り
」）
妻
を
殺
し
（
芥
川
龍
之

介
「
影
」）、
忽
然
と
姿
を
消
す
（
佐
藤
春
夫
「
田
園
の
憂
鬱
」）。
彼
ら
は
い
っ

た
い
何
者
な
の
か
。
渡
邉
正
彦
『�

近
代
文
学
の
分
身
像 

』、
山
下
武
『
�20
世
紀

日
本
怪
異
文
学
誌 

』、
篠
田
知
和
基
『�

世
界
分
身
神
話 

』
は
、
神
出
鬼
没
な
ド
ッ

ペ
ル
ゲ
ン
ガ
ー
の
足
跡
を
追
い
か
け
て
い
る
。

　

生
霊
や
離
魂
病
は
昔
か
ら
日
本
に
も
存
在
し
て
い
た
が
、
近
代
の
分
身
は
海

の
向
こ
う
か
ら
や
っ
て
き
た
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
、
ジ
キ
ル
と
ハ
イ

ド
、
ゴ
リ
ャ
ー
ト
キ
ン
の
血
を
引
く
影
た
ち
に
、
映
画
の
技
術
が
輪
郭
を
与
え

た
。
こ
う
し
て
、
他
人
の
目
か
ら
見
た
自
分
―
―
自
分
の
知
ら
な
い
自
分
―
―

そ
の
異
和
が
、
目
の
前
で
形
を
な
す
。
分
身
は
抑
圧
さ
れ
た
欲
望
の
化
身
だ
。

「
反
社
会
的
欲
望
を
抑
圧
・
排
除
さ
れ
た
欲
望
の
鬼
子
が
、
無
意
識
の
暗
冥
で

成
長
し
、
宿
命
の
四
つ
辻
に
立
ち
は
だ
か
る
」。

　

し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
分
身
は
「
魂
と
肉
体
の
ス
ペ
ア
」、
本
身
を

守
る
身
代
わ
り
（
四
字
傍
点
）
で
も
あ
る
。
抑
圧
さ
れ
た
欲
望
―
―
自
分
の
身

を
破
滅
に
導
く
危
険
な
欲
望
が
、
切
り
離
さ
れ
て
出
現
す
る
。
そ
し
て
本
身
に

代
わ
っ
て
そ
の
願
い
を
成
就
し
、
危
険
を
引
き
受
け
る
。
死
神
か
、
守
護
神
か
。

芥
川
に
と
っ
て
の
“
第
二
の
僕
”
は
ど
ち
ら
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

も
う
ひ
と
つ
。
ド
ッ
ペ
ル
ゲ
ン
ガ
ー
は
都
会
を
好
む
。「
歯
車
」
の
草
稿
は

当
初
「
東
京
の
夜
」
と
題
し
て
い
た
。
大
量
生
産
・
大
量
消
費
の
時
代
に
、
行

き
交
う
人
々
は
判
別
不
能
な
群
衆
に
溶
け
る
。
誰
も
が
同
じ
よ
う
な
服
に
身
を

包
み
、
同
じ
よ
う
に
仕
事
を
こ
な
し
、
同
じ
よ
う
な
店
に
入
り
、
同
じ
よ
う
な

物
を
買
う
。
自
分
が
代
替
可
能
な
存
在
で
あ
る
と
い
う
不
安
。

　

こ
ん
な
暑
い
日
に
都
会
の
喧
騒
を
歩
い
て
い
る
と
、
あ
な
た
も
、
自
分
と
よ

く
似
た
顔
を
し
た
誰
か
が
あ
な
た
に
向
か
っ
て
微
笑
む
の
を
見
る
か
も
し
れ
な

い
。�

（�

く
た
く
た 

）
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読
者
か
ら
ひ
と
こ
と

○
春
曲
と
い
え
ば
な
ご
り
雪
！

�

（�

理
学
研
究
科
・
え
び
天
天 

）

―
―
い
ま
～
春
が
来
て
～
君
は
～
♪　

名
曲
で
す
ね
、

『
な
ご
り
雪
』。
描
か
れ
る
の
は
雪
景
色
で
す
け
れ
ど
、

こ
れ
が
冬
の
曲
で
は
冷
た
す
ぎ
る
。
降
る
の
は
あ
く

ま
で
季
節
外
れ
の
雪
―
―
落
ち
て
は
融
け
て
ゆ
く
、

む
し
ろ
温
か
な
ほ
ど
の
春
の
雪
だ
か
ら
こ
そ
、
切
な

い
わ
け
で
す
ね
。
私
事
で
す
が
こ
の
歌
は
母
の
カ
ラ

オ
ケ
の
十
八
番
で
あ
り
、
子
供
の
頃
に
は
子
守
唄
代

わ
り
に
聴
か
さ
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
個
人
的
な
思
い

入
れ
が
4
月
号
の
ク
イ
ズ
に
は
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
「
新
刊
コ
ー
ナ
ー
」
が
特
集
の
よ
う
に
「
違
国
日

記
」「
戦
争
」「
責
任
」「
大
量
死
」「
相
互
関
係
」
な

ど
の
テ
ー
マ
で
ゆ
る
や
か
に
つ
な
が
っ
て
い
た
の
が

と
て
も
興
味
深
か
っ
た
で
す
。
企
画
と
し
て
な
ら
と

て
も
面
白
い
で
す
が
、
意
図
せ
ず
こ
ん
な
に
関
連
し

て
い
る
な
ら
す
ご
す
ぎ
ま
す
！

�

（�

防
災
研
・
ベ
ニ
カ
ナ
メ
モ
チ 

）

―
―
丹
念
に
読
み
込
ん
で
く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
取
り
上
げ
る
本
は
示
し
合
わ
せ
て
い
な

い
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
が
テ
ー
マ
と
し
て
繋
が

る
よ
う
、
誌
面
の
割
り
当
て
や
配
列
に
は
毎
回
こ
だ

わ
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
に
気
づ
い
て
い
た
だ
け
て
、

編
集
の
甲
斐
も
あ
る
と
い
う
も
の
で
す
。（�

水
炊
き 

）

　こんにちは。今年度から編集委員に参加さ
せていただくことになりました、竹輪と申し
ます。ちくわ……比較的低脂質で高たんぱく
な食材ですが、塩分が多いので高血圧にご留
意ください。納豆やバナナなど、カリウムを
多く含む食べ物を一緒に食べることをおすす
めします。
　文章を書くという体験。思い返してみれば
エントリーシートがほとんどでした。書いて
は直し、書いては直しの繰り返し。文を削っ
たり（あるいは引き延ばしたり）して、なん
とか表現物として完成、ということにしたも
のです。このような作文は三百字や四百字程
度のものですが、普段数式しか書かない私に
は大変な重労働でした。大袈裟に聞こえるか
もしれませんが、そんな私からすると長い文
章を書きあげるというのは一つの作品を創り
上げることのように思えます……そんな世界
に足を踏み入れたわけです。文字で表現する
ということに対する私の見方は、これからど
う変わっていくのでしょうか。そう考えると
楽しみになってきました。
　もう夏本番ですね。今まで以上に水分塩分
補給は欠かせません。水を飲んで竹輪を食べ
てください。それでは、よろしくお願いいた
します。� （�竹輪 ）

当てよう！図書カード編集後記
　今月号の特集は、ズバリ語学書。学んだこ
とのある言語から、普段中々目にすることも
耳にすることもない言語についての話も出て
きたのではないでしょうか。そこで、言語に
関連した問題を。世界で最も母語話者の多い
言語は以下のうちどれでしょうか？
　1．英語　　　　　　2．スペイン語
　3．ヒンディー語　　4．中国語
� （�プラチ ）

《応募方法》 答えを書いた読者カードを、�
生協のひとことポストに投函してください。
下記QRコードのリンク先（https://forms.gle/�
evEccphotDZiZURY7）から応募することも�
可能です。正解者の中から 5名の
方に図書カードを進呈いたします。
応募締め切りは 8月 15 日です。

《4月号の解答》 4 月号の問題の正解は、2．
のイルカでした。鯨偶蹄目ではなくフォーク
シンガーのほうのイルカさんです。実は彼女
の『なごり雪』はカバー版で、元はフォーク
バンド・かぐや姫の楽曲でした。図書カード
の当選者は、えび天天さん、はばさん、やま
さん、いわさん、いぐあらしさんの 5名です。
当選おめでとうございます。� （�水炊き ）


